
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              ２０２４．０３ 

 

 「漫画の神様」と呼ばれた手塚治虫の座右の言葉だと伝えられています。 

 手塚治虫という人は、自分に厳しい方だったようですが、一方で、多くの人に

裏切られ、また批判もされた人生だったようです。自身のプロダクションが倒産

してしまうという、大きな挫折を経験してもなお自分を信じ続けた結果が、多く

の功績に繋がったのでしょう。 

先の言葉に続けて、彼はこのような言葉も添えています。 

時によっては、信じきっていた人々に裏切られることもある。 

そんなとき、自分自身が強い楯であり、味方であることが絶望を克服できる

唯一の道なのだ。 

何度もの絶望体験から、ひとつの言葉が生まれた。 

この座右銘は、私の創作なのである。 

人は一人では生きてゆくことができません。誰かを信じ、共に生きてゆくので

しょう。そのような時にも、自分自身を深く信じる心が、不安を抱えて生きるす

べて人の大きな支えになるのだと思います。 

卒業をむかえる、または新しい一歩を踏み出す子どもたちに、この言葉を送り

たいと思います。 

自分を信じて。そして、人を信じて。 

               真宗大谷派 光明寺住職 小林尚樹
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